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下線部は援助内容

（アフリカ）
（1）シオラレオーネ　シスター吉田富美子　ガダルッペ学園ノ，中、高等学校職員給与

「ェボラブリーのお知らせj

今日、11月7日、待望の「エボラフ㌢1が発表されました。去年の5月から1年6か月、これでやっと普通の生活に戻れます。

経済的な国難は、改善されたわけではありませんが、少なくともrエボラ」の名前を口にすることなく、生活できるのは、大きな安ら

ぎです。今朝6時頃から、ルンサの町中大きな歓声があがりました¢3955名の犠牲者を出したシエラレオネですが、去年の11

月より、人々はより注意深く、忍耐深く、互いに注意し合いながらこのビールスと戦ってきました。これからは、孤児となった子供の

サポートや、一度に多くの、突然の死を体験した生徒のトラウマにどう寄り添って行くかなど、閉居も残っていますが、とにかくエボ

ラから解放されたという喜びのニュースを、皆さまにお届け致します。

（2）南スーダン　　シスター下崎優子 こどもセンター開設

「皆様のご支援によりこどもセンタ」も掃くことができましたj

村の人たちは、まだ一日に一度の食事しか取ることができません。それも大人優先で食べるので、子供達はいつもお腹を空かせ

ています。ここでは、皆様からの支援金で、シレク、パン、バナナ、マンゴー、パパイヤなどを市場に仕入れに行き、それを食べさ

せています。子供達はこれを楽しみにセンターにやってきます。しかし、場所、職員の関係ではじめは50人。三か月ごとに子供

達を入れ替え、村の子供達が少しでも元気になるようにという計画で始めたセンターです。すぐ隣には、カリタス診療所があるの

で子供達は病気になってもそこへ行けるようになっています。

（3）チャド　　シスター松山浩子　　　　　　　ギダリの幼稚園建設プロジェクト支援

チャドの村を回るようになって、なるべく村の人々が喜んでくれるには、どうしたらよいのか？考えるようになった。主任司祭の要

望もあり、なるべく現地語の唄を憶えて歌い踊るようになって、私自身も楽しく健康的になった。目に見える開発ではなく、心一つ

に神様を漁美するだけで、みんな喜んでくれる。何と有り敵いことだろう。これも、JOMASの方々の見えない祈りに支えられて、生

かされているからでしょう。・‥私の主任司祭の長年の夢である幼児教育・幼稚園建設「このギダリに幼稚園があったら！子どもの

教育水準は伸びるだろう日と計画案がずっとイタリアに申し込んでも受け入れてもらえなかったので、まさか、こんな大金どこに

も出せないでしょう？とダメでもともとと思っていただけに、チャドの村にとっては、大きな喜びです。本当にありがとうございます。

（4）マダガスカル　シスター平間理子アブシジの聖フランチェスコクリニック4WDランドのレーザー購入費援助

皆様が私たちにして下さったことに深l感謝をしています；素晴らしい車をありがとう。エナトの貧しい学校の為、とても助かって

おります。大きな感謝！！神様が皆様を喜びと平和で清たして下さいますように。

（5）マダガスカル　シスター牧野幸江　　アベマリア診療所小児外科病棟の必要機材購入援助

器械の類、手術台、無影灯、手洗い器械を無事頂き、手術室に備えることが出来、先生は大喜びいたしております。日本の皆様

によろしくありがとうございますとお伝えくださいとのことです¢産科だけでなく、内科外科小児科とでき、患者数が増し、また働く

人数も増し、大変ですが病人は満足して下さいます。まず第一清潔であることと看護者がやさしいとのことで、今は男子看護師も

八名おり、外科病棟、内科病棟で働いております。これまで発展できましたのは本当揖OMASの会が助けて下さった大きな長い

間のご援助があってのことと会の皆様に感謝しております。

（6）カメルーン　シスター末書美津子　　　　　草榊A革の学鱒教育要撃

15年間呵OMASからのご支援、心より感謝申し上げ壊す㌔日本を離れ、宣教地であるカメルーンへ1994年に、BAKA族の子

供達にモンテッソーリーの教育をということで派遣されて却年が。健康上の理由でやむなく日本への帰国をよぎなくされ、後ろ髪

をひかれる思いで劫14年8月にカカレーンを後にしました。日本での使徒職に心を注いでいる今、思うこと周OMASの方々か

らの援助がいかに大きなカであったかということです¢・‥　9月は日にカメルーンにあるシャルトル聖パウロ修道女会50周年記

念が開催された折に出席させていただき、JOMASからBAKA族の子供たちにとご支援をいただき学校へ支払って参りました。お

陰様ですべてのBAKA族の子供達が卸15～却16年度も何の心配もなく、勉学にはげむチャンスをいただきました。…長い間

のご支援に感謝し、これからも何らかの形で続けて勉聾している小・中・高生のためにご協力いただければ幸せです。彼らがもっ

ともっと大きく成長し、BAKA族の発展につながれることを祈って。


